
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologloal 　Soolety 　 of 　Japan

C207

新千歳空港で 観測 され た冷気塊の 流出に伴 う風 の 周 期変動
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一1．− lill：ISI2iilualil
　2003年 10月 24 目00UTC前後、新千歳 空港で 風向

や風 速が周期的に 変動 した 。 また 、0029UTC には

ラフ エ ア が報告 された 。 急激な風 向変化 は、航

空機 の 揚力を変化 させ 、航行 の 安全性や快適性

に影響を及 ぼす c

　 当 日は 、サ ハ リン にあ る低気圧 の 南側 にあた

り、西 風 が強い 場 で あ っ た 。 風の 周期変動は空

港 の 西 側 の 山岳で 発生 した カル マ ン 渦 を捉えた

もの で はな い か 調査 した とこ ろ、カ ル マ ン 渦で

はな く、東側の 山岳 （夕張山地また は 口高山脈 ）

で滞留 し流出 した冷気塊に起因す る気圧 変動 に

よる もの と推定す る。
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3　　 千 　空
；

の 風向

　新千歳空 港 の 風 向 （図 の 折れ線）は 1 時間 弱

の 周期 で 南西 か ら南東に変動 して い る こ とが

わ か る 。

4　 NH縣 △ 環 　　　い た　値　、

　 当 日の 状況 に近 い 条件で 一ym ｛統合環 境 （上 野

他，2000 ）を実行 させ る と、大気下層 の 風 向変

動が再 現 され た 。空港の 西側 の 山岳 を削 っ て 実

行 させ て も風 向変動 が 表 現 され た こ とか ら、こ

の 風 向 変動 はカル マ ン 渦で は な い こ とが わか

る。空港 の 東 側 の 山岳を削 っ て 実行 させ る と、

風 向 が変動 しなか っ た こ と か ら、空港東側 の 山

岳に原 因が潜んで い る こ と がわ か る。

5　 ア メ ダス デ
ー

タ　　 い た

　ア メ ダス の 鵡川 の 気温 か ら恵庭島松 の 気 温

を引い た 値 （図 の 点）が 小 さくな っ た 20〜30

分後 に 、新千歳 空港 の 風 向が反 時計回 りに 変化

して い る こ とが わか る （図の 矢印）。 また 、こ

の 値 が 小 さ くな る 少 し前に穂別や厚真の 風 向

や気 温 が変化 して い る こ と か ら、夕張山地や 日

高山脈か らの 冷気塊の 流出 が推察 され る。

−1．diZ ，lvall1illl
　夕 張山地また は 日高山脈 か ら流 出 し た 冷気

塊 に よ り、新千歳 空港 の 南東側 の 気 温 が周 期 的

に 下げ られ 、空港 北側 との 問の 気 圧差 を励起 し 、

風 向が変動 した と推 定す る 。
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